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●都市政策研究会議事務局から 

 

特別寄稿  八王子のまちづくりに想う 

 
都市政策研究会議委員／まちづくり計画部長  市川 健寿 

 
『桑都』・・八王子市は、高尾、陣馬の山並みや「母なる川」浅川に代表され

る豊かな自然環境、歴史や文化などを引き継ぎつつ、宿場町、織物のまち、商

工業のまち、ニュータウン、学園都市、先端産業都市へと、時代の変遷ととも

に特性を変えつつ発展を続けている。このように先人によって築き上げられた

まち「八王子」を次の世代に引き継ぐにふさわしい「ふるさと」とするべきま

ちづくりを行っていくことが、我々行政に携わるものの責務である。 

『選択と集中』・・一律のまちづくりは終焉を迎え、細分化する相対価値観、

激化する都市間競争等の中、現代の「まちづくり」では、地域特性、創意工夫、

俯瞰的都市経営感覚などがその重要なキーワードといわれている。本市でも、

八王子の新しい玄関口となる八王子駅南口再開発事業、中央道八王子インター

北地区の北部地域拠点、圏央道（仮称）八王子北インター周辺の物流産業拠点、

高尾周辺の観光まちづくりなどの、各地区個々の特性を活かしたまちづくりが、

着々と進行している。 

『協働まちづくり』・・平成 15 年３月に策定した都市計画マスタープランに

おいて目標とする将来都市像を「活力とうるおいのある みどり・職・住近接

の都市『八王子』」としている。この実現に向け、市民と協働でまちづくりを進

めていくルールづくりとして、現在「まちづくり条例」の制定に取り組んでい

る。各地区の個性と魅力をさらに高め、活力とうるおいのある“きめ細やかな”

まちづくりを進めていきたい。 

『八王子市都市政策研究会議』・・委員になって日はまだ浅いが、羽貝、前田

両先生のご指導のもと、15 人の研究員と共に「八王子における地域自治組織を

考える」をテーマとして、八王子版“市民協働まちづくり”の政策の種を育て

られればと考えている。 

（いちかわ けんじゅ） 
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八王子市都市政策研究会議では、今後も「まちづくり研究はちおうじ」への投稿論文を募集し

ます。募集要項及び執筆要領は下記のとおりです。 

 現在本市では、市政への市民参加をより一層進めるため、「市民参加条例」の制定に向けて、検

討を進めています。「まちづくり研究はちおうじ」も、多くの市民の方々が参加することで誌面の

充実が図られ、幅広い議論の場となっていきます。是非とも多くの方からの投稿をお待ちしてお

ります。 
 
 
 
 

投投稿稿論論文文  募募集集要要項項  

●都市政策研究会議事務局から 

お知らせ（投稿論文について）

１． 投稿資格 
    原則として、八王子市に在住・在勤・在学している個人・グループとします。ただし、   
   八王子市都市政策研究会議事務局（以下事務局）から依頼する論文は、この限りではあり

ません。 
２． 原稿内容 

都市政策やまちづくりに関する調査・研究・論考をはじめ、八王子に関わる題材やテー

マ、あるいは八王子を取り巻く様々な事象など、広く社会全般を対象としています。ただ

し、未発表のものに限ります。 
３． 原稿枚数 

原則として、8000 字（400 字詰め原稿用紙 20 枚）程度とします。これには、図表・注・

参考文献も含まれます。なお、これらの分量は機関誌「まちづくり研究はちおうじ」の刷

り上りの状態で計８枚以下を想定しており、図表のレイアウト等の都合によりこれを超え

る場合には、事務局の判断に基づき分量の削減をお願いすることもあります。 
４． 執筆要領 

別に定める執筆要領に従っていただきます。 
５． 投稿方法 

11 月末までに連絡先を明記の上、原稿を事務局まで送付願います。投稿された原稿は、

採否に関わらず返却しません。 
６． 原稿審査 

事務局から依頼する論文を除き、投稿原稿は厳正な審査において採否を決定します。原

則として、八王子市都市政策研究会議委員（以下委員）が審査を行い、その結果を踏まえ

て事務局が採否を決定します。審査の結果により、委員から原稿の修正と再提出をお願い

する場合があります。審査は原則として１月 31 日を期限としますが、諸般の事情により延

長もあり得ます。なお、委員による審査結果とその判定理由は、審査終了後に採否の結果

とともに事務局から執筆者に通知します。 

 
 
 
 
 
 
 

熱い思い            

あなたもつづってみませんか 
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１． 原稿用紙 

    原則、Ａ４用紙を使用し、１ページあたり 40字×40行の横書きとします。 
２． 執筆者名 

    執筆者名は、本文とは別の用紙（表紙）に記し、あわせて郵便番号・住所・生年月

日・職業・電話番号・ＦＡＸ番号・Ｅメールアドレス等を明記してください。 
３． 構 成 

    原則として、論題・本文・図表・注・参考文献から構成してください。なお、句読

点は「、」「。」に統一します。 
４． 図 表 

図表１、図表２…の形式で、それぞれの図表のタイトルに通し番号をつけます。原則

として、図表は本文原稿に組み入れるものとしますが、それが困難な場合には、別用

紙に独立して印刷しても構いません。なお、図表の作成に当たり、参考資料・文献等

を使用した場合は、その出所を明記してください。 
５． 章立て 

    章立ての形式と見出し番号は、以下に統一します（＊は番号を付しません）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６． 注及び参考文献 

    注は文末注の形式とします。本文中の該当箇所に（注１）、（注２）…の通し番号を

挿入し、注本体は本文の後に一括します（参考文献の一覧がある場合は、本文と参考

文献の間に入れます）。原則として、参考文献の引用方法は、文末注でそれぞれ表示す

るか、もしくは本文中に丸括弧を入れて、著者、出版年、引用ページを記入し、最後

に著者名順等で参考文献の一覧を作成します。参考文献の表示形式は、執筆者の裁量

の余地も認めます。 
７． 原稿（電子媒体）の提出 

審査の結果、掲載が決定し、所要の修正を終えた時点で原稿（電子媒体）を提出（直接・

郵送・Ｅメールで）していただきます。ただし、手書き原稿はこの限りではありません。 

 

 
原稿の送り先 

投投稿稿論論文文  執執筆筆要要領領  

はじめに＊ 
１． 
（１） 
（ａ） 
２． 
おわりに＊ 
注＊ 
参考文献＊ 

     〒192-8501 八王子市元本郷町三丁目 24番 1号 
      八王子市都市政策研究会議事務局（八王子市総合政策部政策審議室） 

       ＴＥＬ  ０４２－６２０－７２００ 

       ＦＡＸ  ０４２－６２７－５９３９ 

       Ｅメール sogoseisaku@city.hachioji.tokyo.jp 
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●都市政策研究会議事務局から 

  
１月３０日 環境学習室「エコひろば」を開設 
３月１８日 八王子市立高尾山学園第１回卒業式を挙行 
 ３月 「こども育成計画」を策定 
６月１７日 ＪＴＢパブリッシングより『るるぶ八王子市』発刊 
９月 １日 助役の呼称を副市長に変更 
１０月 １日 「建築基準法のみなし道路の保全及び整備に関する条例」を施行 

 ３日 
   ３１日 

地域子ども家庭支援センターを開設（10月３日元八王子、31日南大沢） 

１１月 １日 「八王子みどり市民債」発行（応募倍率 8.69倍） 
２２日 本市が「情報産業人材育成特区」に認定 
２７日 夕やけ小やけふれあいの里が開園 10周年を迎える 

１２月 ９日 都内初「道の駅」の名称を「八王子滝山」に決定 
１５日 雨水浸透施設設置補助金制度スタート 
１９日 戸籍事務を電算化 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
『まちづくり研究はちおうじ』第３号編集にあたり、これまで以上の内容を目指すという

重圧を感じつつ、関係諸氏のご協力により無事発行までたどり着きました。 
今号では、新たな試みとして八王子市の政策事例報告を掲載しました。これは、本市の先

駆的な取り組みを内外に示すとともに、記録として残しておくということでもあります。次

号以降も、他分野の特色ある取り組みを順次紹介していきたいと考えています。また、市民

の方からの論文を引き続き募集します。『まちづくり研究はちおうじ』は、市民の方と一緒

につくる機関誌です。今後、市民、学識者、職員が集う「政策研究の交流拠点」として、よ

り充実していくよう事務局も一層努力していきます。 
最後になりますが、編集にご協力いただきました皆様には、心より感謝申し上げます。 

編集後記 

 
発    行  2006（平成 18）年３月 

編集及び発行  八王子市都市政策研究会議事務局 

（八王子市総合政策部政策審議室） 

発 行 責 任 者  総合政策部長 
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